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１．学習の到達目標等

２．学習計画及び評価方法
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　近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究，
解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国
民としての自覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての
自覚などを深める。

定期試験や授業・課題への取り組みに基づき，知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組
む態度の各観点を考慮し，総合的に評価する。

　近現代史を中心に、世界史・日本史の両方の視点からから歴史を総合的に考える科目です。　様々な歴史上の
出来事を関連づけて、現在の問題はなぜ生まれてきたのか、その道筋をたどるような地図を頭の中につくってく
ださい。そうしてこのような諸問題について、私たちはどう対応していくべきかを一緒に熟考していきましょ
う。
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第３部９章　グローバル化する世界

第３部１０章　現代の課題

第３部　現代的な諸課題の形成と展望 学年末考査・ノート提出

４．学習状況の評価方法

５．担当者からのメッセージ

３．評価の観点

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

　近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え，
現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

　近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関
連や現在とのつながりなどに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見
られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明し
たり，それらを基に議論したりする力を養う。
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第２部　国際秩序の変化や大衆化への問い
第２部５章　第一次世界大戦と大衆社会

第２部６章　経済危機と第二次世界大戦 中間考査・ノート提出

第２部７章　戦後の国際秩序と日本の改革
第２部　国際秩序の変化や大衆化と現代的な諸課題
第３部　グローバル化への問い

第３部８章　冷戦と世界経済 期末考査・ノート提出
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巻頭資料　諸地域世界の形成
歴史への扉①歴史と私たち　歴史への扉②歴史の特質と資料

第１部　近代化への問い
第１部１章　結びつく世界

中間考査・ノート提出

第１部２章　近代ヨーロッパ・アメリカ世界の成立
第１部３章　明治維新と日本の立憲体制

第１部４章　帝国主義の展開とアジア
第１部　近代化と現代的な諸課題

期末考査・ノート提出

学習の到達目標

　社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりす
る活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる
平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を
次のとおり育成することを目指す。

教科書・副教材 帝国書院　明解　歴史総合

学習内容 試験・課題・提出物等

教科名 科目名 科 コース

地　歴　科 歴　史　総　合 普通 共通


